
令和６年４月～

新型コロナウイルス感染症に関する
青森県の医療提供体制について（案）

青森県健康福祉部保健衛生課
新型コロナウイルス感染症担当

令和6年3月26日 第22回
青森県新型コロナウイルス感染症対策専門家会議 資料２



１ 国における令和６年４月以降の対応方針
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○ 一般的な電話相談は、引き続き令和６年７月まで、

県コールセンター（青森県新型コロナウイルス感染症

総合電話相談）で対応。

※医療機関の案内は終了。

※子ども医療電話相談「＃8000」に加え、令和６年８月

から、大人の相談にも対応する救急安心センター事業

「♯7119」を運用開始予定。

療 養

新型コロナウイルス感染症が５類感染症に移行し、入院措置を原則とした行政の関与を前提とした

限られた医療機関による特別な対応から、幅広い医療機関による自律的な通常の対応に移行していく

こととし、重点的・集中的支援により、冬の感染拡大に対応しつつ、着実に移行を進めてきた。

今般、本年３月末をもって移行期間を終了し、本年４月以降、通常の医療提供体制とする。

○ 広く一般的な医療機関で新型コロナの診療に対応。

○ 「外来対応医療機関」の指定・公表は３月末で終了。

○ 検査キット必要時は自己負担で購入し、受診必要時

はかかりつけ医療機関等を自ら受診。

外 来

２ 青森県における令和６年４月以降の医療提供体制の概要

（参考）国による令和６年４月以降の対応

○入院時の医療費、治療薬の費用に対する公費負担は３月末で終了

（医療保険の負担割合に応じた通常の自己負担）

○病床確保料（空床補償）等、コロナ関係補助金は３月末で終了

急な病気等の際に、受診や救急車を呼ぶべきか迷う場合に、
専門家からアドバイスを受けることができる電話相談窓口
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○ 確保病床によらない形で、通常の入院医療提供体制

の中で患者受入れ。

○ 入院調整は、診療した医療機関が入院の要否を判断し、

医療機関間で実施。

○ G-MISによる入院患者数等の報告、県による入院

ルートの調査は３月末で終了。

入 院

○ 感染者数の公表は、原則毎週１回（木曜日）、

県衛生研究所（現在の県環境保健センター）ホーム

ページ（週報）で公表。

○ 本県独自の注意報・警報基準は廃止（資料３による）。

○県の「新型コロナウイルス感染症対策専門家会議」

及び「新型コロナウイルス感染症医療対策会議」は廃止

（資料４による）。

その他



８

３ 令和６年４月以降の県・国の対応の概要

項　　目 令和５年１０月～令和６年３月 令和６年４月以降

県

国

公費支援なし

各 種 相 談 対 応

【県コールセンターの設置】

・一般的な相談

・外来対応医療機関の案内

・り患後症状の受診先の相談 等

患者に対する公費支援

コロナ治療薬の自己負担分

に対する公費支援
（外来・入院）

入院医療費の自己負担分
に対する公費支援

「青森県新型コロナウイルス感染症総合電話相談」

＜電話：0570-065-965＞（年中無休、24時間対応）

※通話料金は、電話をかけた方の負担。

外来医療費（初診料、検査料等）は自己負担

感染情報の把握・公表等

【感染者数の公表】

・定点医療機関報告の患者数

・入院医療機関報告の在院者数

注意報・警報の発表

ゲノム解析の実施

医療提供体制（外来、入院）

外 来

入 院

継 続（７月まで）
（ただし外来対応医療機関

の案内は３月末で終了）

外来対応医療機関で対応

（診療報酬上の特例あり）

対象者を重点化し 感染段階に応じ病床確保料を補助

（診療報酬上の特例あり）

一定の自己負担を求めつつ公費支援を継続
（高額療養費制度の自己負担限度額から、原則１万円を減額）

一定の自己負担を求めつつ公費支援を継続
医療費の自己負担割合に応じ、１割の方：3,000円、

２割の方：6,000円、３割の方：9,000円を上限に自己負担

県環境保健センターで実施

（ ６病院に陽性検体の提供を委託 ）

Ｒ５年８月31日から

県独自基準を設定し運用開始

毎週１回（木曜日）

・県環境保健センター「週報」で定点報告患者数を公表

・県保健衛生課で定点報告患者数の詳細、在院者数を公表

継 続
・県衛生研究所「週報」で定点報告患者数を公表

・県保健衛生課での公表は終了

継 続（県衛生研究所で実施）

（ 民間検査機関に検体の提供を依頼 ）

急な病気等の際に、受診や救急車を呼ぶべきか迷う場合に、

専門家からアドバイスを受けることができる電話相談窓口

（他の疾病と同様、診療報酬の中での通常の自己負担）

Ｒ６年８月から新たに

救急安心センター事業

（＃7119）を開始予定

外来対応医療機関の指定（公表）なし

病床確保料の補助なし

終 了

（ 県独自基準を廃止 ）

・他の疾病と同様、幅広い医療機関で対応

・診療報酬上の特例は終了、発熱患者等への診療に加算

・他の疾病と同様、幅広い医療機関で対応

・診療報酬上の特例は終了、特に感染対策が必要な感染症
患者（新型コロナ含む）の入院管理を評価
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４ 令和６年４月以降の医療機関の受診等について

新型コロナに関するコールセンター
【青森県新型コロナウイルス感染症総合電話相談】

☎０５７０－０６５－９６５（24時間対応）
＜コールセンターの対応＞
○ 新型コロナウイルス感染症に関する一般的な相談

（医療に関する専門的内容は除く）
○ り患後症状（後遺症）の受診先相談 等

※ 医療機関の案内はできません。

県コールセンターは令和６年７月末まで設置

発熱等の
症状がある

症状が重い

症状が軽い

かかりつけ医療機関等
受 診

自身の体調に応じ
受診するかどうか等を

ご自身で判断

・かかりつけ医療機関等受診

・抗原定性検査キットを
薬局等で購入し自己検査

など

【令和６年度からの新型コロナウイルスワクチンの定期接種】 ※ 詳しくは市町村からご案内。

○ 実施主体：市町村 ○ 対 象 者：・65歳以上の方

○ 回数・時期：毎年１回（秋） ・60～64歳で、心臓、腎臓、呼吸器等の機能に

○ 接 種 費 用 ：原則有料（各市町村が料金を決定） 一定の障害がある方 等

○ 接 種 場 所 ：各市町村で案内 ※ 上記以外の接種希望者は、任意接種として自費で接種可能。

医療費・治療薬の費用は、
他の疾病と同様、診療報酬の中での
通常の自己負担となります。

医療機関によっては、
受診可能な曜日や時間帯が
決まっている場合があるので、
事前に受診が可能かどうか
電話での問合せをお勧めします。
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（参考）令和6年3月までの医療提供体制



発症日

０日目 １日目 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目 ６日目 ７日目 ･･･10日目

ウイルスの
排出が見込
まれる期間

症状軽快後
24時間以後

療養終了
（出勤等

再開可能）

療養終了
（出勤等

再開可能）

療養終了
（出勤等

再開可能）

療養終了
（出勤等

再開可能）

療養終了
（出勤等

再開可能）

発症後
２日目
に軽快

発症後
３日目
に軽快

発症後
４日目
に軽快

発症後
５日目
に軽快

有症状 有症状 有症状 有症状 有症状 軽快

有症状 有症状

有症状 有症状

有症状

症状軽快後
24時間以後

症状軽快後
24時間以後

有症状 有症状 軽快
症状軽快後
24時間以後

有症状 軽快
症状軽快後
24時間以後

有症状 軽快

発症後
１日目
に軽快

発　　　症　　　後

有症状 軽快

※１ 発症後10日間が経過するまでは、感染性のウイルスの排出が見込まれるため、不織布マスクの着用や

高齢者等ハイリスク者との接触を控える等、周りの方へ感染させないよう配慮しましょう。

※２ 発症後５日間を経過し、かつ、症状軽快から24時間経過するまでの間は外出を控えましょう。

※３ 法律に基づく外出自粛は求められませんので、外出を控えるかどうかは個人の判断となりますが、

社会全体の感染拡大防止のためご協力をお願いします。

（参考）新型コロナウイルス感染症にり患した場合に政府が推奨する療養期間
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